
高齢化社会が進みつつある今、社会の要請に対応した研究・開発が必要となってきていま

す。第２回SBCでは「健康・福祉と高齢化社会」をテーマとして、ロボット工学・リハビリテー

ション工学・情報通信技術(ICT)の分野における理工学部と医学部の研究成果と産学連携

による実用化事例や可能性を提案致します。

問合せ先
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／

佐賀大学 産学官連携推進機構 科学技術共同開発部門
０９５２-２８-８９６５ (担当：佐藤又は永淵)
０９５２-２８-８１８６
rdcenter@ml.cc.saga-u.ac.jp
http://www.rd.saga-u.ac.jp/SBC/index.html

：平成１９年１２月３日 (月) １６：１０～１８：５０

：アイ・スクエアビル５階 大・中会議室
車でお越しの場合は、アイ・スクエアビルに専用駐車場がありますので
ご利用ください。アイ・スクエアビルの専用駐車場が満車の場合は、市役所、
市立図書館の駐車場をご利用ください。
(アイ・スクエアビル利用の場合、アイ・スクエアビル、市役所、
市立図書館の駐車場は無料でご利用頂けます。)

：一般の方、企業を経営している方、企業勤務の方、
自治体等官庁に勤務の方、大学等で研究に従事している方

：無料、参加する方は名刺を2枚用意してください

：16:10～16:15 主催者開会挨拶
佐賀大学産学官連携推進機構科学技術共同開発部門長 教授 柳田 晃良

16:15～16:30 挨拶
佐賀大学 医学部 地域医療科学教育研究センター 教授 齊場 三十四

第一部 講演（発表15分、質疑応答5分）

16:35～16:55 「高齢者・障害者の生活行動支援用具と共用品としての機能性用具の開発」
医学部 地域医療科学教育研究センター 准教授 松尾 清美

16:55～17:15 「次世代型人間支援機器の展望」
理工学部 機械システム工学科 木口 量夫

17:15～17:35 「発話障害がある肢体不自由者のための音声によるPC操作支援システム」
理工学部 知能情報システム学科 渡辺 健次

17:35～17:50 休憩

第二部 産学官連携による実用化の事例発表

17:50～18:10 「高齢者のための生活行動支援家具の開発」
有限会社平田椅子製作所 代表取締役社長 平田 尚二

18:10～18:30 「諸富家具における新製品開発の方向」
株式会社レグナテック 代表取締役社長 樺島 雄大

18:30～18:50 質疑応答

第三部 名刺交換会 18:50～

開催日時

開催場所

対 象 者

入 場 料

講演プログラム

基調テーマ：「健康・福祉に関する機器開発による高齢者・障害者の自立(律)支援」

参加を御希望の方は下記のファックス、もしくは電子メールにて
「氏名」、「所属」をご連絡ください。


